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工事現場に建築資材や重量物を搬入するクレーンの中で，高層ビルや
大型建造物の建設に欠かせないのがタワークレーンです。
移動式のクレーンとは異なり，工事の進捗状況に応じてマスト（支
柱）を継ぎ足し，クレーン自らがマストを昇ることで，必要な高さま
でクレーンを上昇させることができます。またマストで自立するため，
建物の敷地が狭く重機などの設置スペースのない現場に適しています。
旭川市の新庁舎建設工事では，運転室までの高さが最大５３ｍ，ジブ
（アーム）の長さが４５ｍのクレーンを使用し，令和３年４月～令和
４年７月までの間，主に鉄骨の組み立て作業を行います。

ここが運転室です。あ
さっぴーとゆっきりん
が見守っています。



タワークレーンの完成後，必要な高さになるまでクレーン自らマストを継ぎ足し，少しずつ昇ってい
きます。

運転室までは，マスト中央部分に設置されているハシゴを使い，自力で上がっていきます。
運転室には，エアコンや簡易型のトイレが設置されており，運転室内で休憩することもできま
すが，お昼休みには地上に降り，食事やトイレを済ませることが多いです。

タワークレーンは横風に弱いため，強風時には，風の影響を
受けないよう，風見鳥のように風向きに合わせジブを風下に
移動することで，風を受け流します。
また，マストの最下部の台座は建物の基礎としっかり固定し
ています。さらにマストはこれから組み立てる建物の骨組み
にも固定し，万全の転倒対策を講じます。
そのほかの安全対策としては，クレーンの動作をコンピュー
タにより制御し，ジブの敷地外への飛び出しやつり荷の重量
超過などを防いでいます。

作業を終えた大型のタワークレーンは，より小型のタワー
クレーンを近くに組み立て，大型のタワークレーンを分解，
小型のタワークレーンで地上に降ろします。
解体時に使用した小型のタワークレーンは，分解後，地上
から移動式のクレーンで降ろします。

タワークレーンの組み立て方

①マストを立てます
④タワークレーン
完成！

①マストを継ぎ足して・・・

②マストの上に運転室
を設置します

③ジブを取り付けます

タワークレーンの上昇方法

②油圧ジャッキが，いも虫のように伸縮しながら昇っていきます。
（１分間で約６０㎝上昇します）

油圧ジャッキ

マスト最下部の台座の様子です


